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高
齢

者
社
会

の
到
来
、
疾

病
構

造
の

変
化
、
国

民
の

生
活

水
準
の

向
上

等
に

よ
り

、
医

療
を

取
り

巻
く
環
境

が
大

き
く

変
化

し
て

き
た
こ

と
に
伴
い

、
良
質

で
、

安
心
・

安
全
な

医
療
を

求
め

る
国

民
の

声
が
高
ま

っ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
近
年

の
医
療

の

高
度

化
・
多

様
化
は
、

各
医

療
従

事
者
の
職

能
に

も
大

き
な
変
化

を
も

た
ら

し
て
い
る

。

こ
の

よ
う
な

状
況
を
背

景
に

、
よ
り

質
の
高

い
医

療
を

実
現
す
る

た
め

、
そ
れ

ぞ
れ
の

高
い

専
門

性
を
も
つ

医
療

従
事

者
が

協
働

し
て

、
患

者
中
心

の
医

療
を

実
践
す
る
「

チ
ー

ム
医

療
」
を

推
進

す
る

こ
と
の
重

要
性

が
強

く
認
識
さ

れ
る

よ
う

に
な
っ

た
。 薬

剤
師

に
つ

い
て

は
、

平
成

22
年

4
月

3
0
日

医
政

発
04
30

第
1
号

厚
生

労
働

省
医

政
局

長
通

知
「

医
療

ス
タ

ッ
フ

の
協

働
・
連

携
に
よ

る
チ
ー

ム
医

療
の

推
進
に
つ

い
て

」
に
お

い
て
、
チ

ー
ム

医
療

に
お
い

て
薬

剤
の

専
門
家
で

あ
る

薬
剤

師
が
主

体
的

に
薬
物

療
法
に
参

加
す

る
こ

と
の
有
益

性
を

指
摘

す
る
と
と

も
に

、
積
極

的
に
取

り
組

む
べ

き
９
項
目

の
業

務
例

が
挙
げ

ら
れ

て
い
る

。

本
会

で
は

、
医

療
の
安

全
と

質
の

向
上
に
向

け
て

、
薬
剤

師
が
一

層
貢

献
す

べ
き
で
あ

る
と

考
え

、
上

記
９

項
目

の
業

務
例

に
つ

い
て

、
日

病
薬
と

し
て

の
解

釈
と
具
体

例
を

示
す

な
ど

、
チ

ー
ム

医
療

に
お
い
て

薬
剤

師
業

務
の
よ
り

一
層

の
充

実
を
図

る
よ

う
啓
発

に
努
め
て

い
る

。
し
か

し
な
が

ら
、
い

ま
だ

に
多
く

の
施

設
で

、
質

の
高

い
業

務
を

実
施
す
る

た
め

の
十

分
な
薬

剤
師

数
を
確

保
で
き
て

い
る

と
は

言
え
な
い

状
況

に
あ

る
。

そ
の

た
め

、
薬

剤
師
が

医
療

の
安

全
と

質
の

高
い

薬
物

療
法

に
貢

献
し

、
チ

ー
ム

医
療

が
実

践
で

き
る

体
制

を
確

保
す

る
た

め
に

も
、

平
成

２
４
年

度
診

療
報

酬
改

定
に

お
い

て
、

下
記

の
最

重
点

要
望

事
項

１
項

目
、

重
点

要
望

事
項

７
項

目
、

一
般

要

望
事

項
１
５

項
目
を
強

く
要

望
す

る
。

一
般

社
団
法

人
日
本

病
院

薬
剤

師
会
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目
次

◎
最

重
点

要
望

事
項

ペ
ー
ジ

薬
剤

師
の
病

棟
配
置
に

関
す

る
評

価
･
･
･
･･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

５

●
重

点
要

望
事

項
１

薬
剤
管
理
指
導
料
「
２
」
の
対
象
薬
剤
の
拡
大

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

６

２
退
院
時
薬
剤
情
報
管
理
指
導
料
の
増
点

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

７

３
無
菌
製
剤
処
理
料
「
１
」
の
増
点

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

８

４
外
来
化
学
療
法
加
算
の
増
点

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

９

５
精
神
科
病
院
に
お
け
る
薬
剤
管
理
指
導
料
の
出
来
高
払
い
へ
の
移
行

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1
0

６
薬
剤
師
を
手
術
室
に
配
置
す
る
こ
と
の
評
価

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1
1

７
医
薬
品
安
全
管
理
加
算
の
新
設

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1
2



-
4

-

目
次

○
一

般
要

望
事

項
ペ
ー
ジ

１
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
の
算
定
要
件
の
緩
和

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1
3

２
退
院
時
共
同
指
導
に
お
け
る
薬
剤
師
の
評
価

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1
4

３
院
内
感
染
防
止
対
策
に
お
け
る
薬
剤
師
の
評
価

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1
5

４
が
ん
性
疼
痛
緩
和
に
お
け
る
薬
剤
師
の
評
価

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1
6

５
外
来
患
者
に
対
す
る
ハ
イ
リ
ス
ク
薬
服
用
歴
管
理
加
算
の
新
設

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1
7

６
在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
料
の
増
点

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1
8

７
麻
薬
、
向
精
神
薬
、
覚
せ
い
剤
原
料
又
は
毒
薬
調
剤
加
算
の
増
点

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1
9

８
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
に
お
け
る
薬
剤
師
の
評
価

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

2
0

９
放
射
性
医
薬
品
安
全
管
理
加
算
の
新
設

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

2
1

1
0

特
定
薬
剤
治
療
管
理
料
の
初
回
管
理
加
算
の
新
設

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

2
2

1
1

特
定
薬
剤
治
療
管
理
料
の
対
象
薬
剤
の
拡
大

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

2
3

1
2

褥
瘡
治
療
に
お
け
る
薬
剤
師
の
評
価

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

2
4

1
3

集
団
薬
剤
管
理
指
導
料
の
新
設

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

2
5

1
4

特
定
生
物
由
来
製
品
管
理
加
算
の
新
設

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

2
6

1
5

禁
煙
治
療
に
お
け
る
薬
剤
師
の
評
価

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

2
7
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最
重

点
要

望
事

項

薬
剤

師
の

病
棟

配
置

に
関

す
る

評
価

関
連

区
分
：

入
院
基
本

料
等

加
算

平
成

２
２
年

度
診
療
報

酬
改

定
の

答
申
書
で

は
、
「

薬
剤

師
の
病

棟
配

置
の

評
価
を
含

め
、
チ

ー
ム

医
療
に

関
す

る
評

価
に

つ
い

て
、
検

討
を
行
う

こ
と

」
が

附
帯
意
見

と
し

て
明

記
さ
れ
て

い
る

。

本
会

は
、

病
院

薬
剤

師
業

務
の

現
状

及
び

病
院

に
お

け
る

薬
剤

師
の

病
棟

配
置

の
実

態
を

把
握

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、

「
平

成
２
２

年
度
病
院

薬
剤

部
門

の
現
状
調

査
」
を

実
施
し

た
。

そ
の
結

果
、

薬
剤
師

の
病

院
配

置
（

病
床

あ
た

り
人

数
）

が

高
い

ほ
ど
病

棟
業
務
時

間
が

増
大

す
る
こ
と

、
ま

た
、
病

棟
業
務

時
間

が
増

大
す
る
ほ

ど
診

療
報

酬
上
で
は

評
価

さ
れ

て
い
な

い
病

棟
業
務
（

薬
剤

管
理

指
導

業
務

以
外
の
薬

剤
業

務
）
に

も
積

極
的

に
取

り
組

む
施
設
割

合
が

増
大

す
る
こ
と

が
分

か
っ

た
。

ま
た

、
本
調

査
以
外

の
研

究
に

よ
っ

て
も
、
薬
剤

師
の

病
棟

業
務
に
よ

る
薬

剤
関

連
イ
ン
シ

デ
ン

ト
件

数
の
減
少

を
は

じ
め

、

様
々

な
医
療

の
質
向
上

に
関

す
る

報
告
が
多

数
な

さ
れ

て
い
る
。

そ
の

た
め
、
次
期

診
療

報
酬

改
定

に
お
い
て

は
、
薬

剤
師
の

病
棟

業
務

に
よ

り
医
療
の

安
全

と
質

の
さ
ら
な

る
向

上
に

努
め

る
医

療
機
関

の
体
制
を

「
入

院
基

本
料
の
加

算
」

と
し

て
評
価
す

る
よ

う
強

く
要
望
す

る
。
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重
点

要
望

事
項

１

薬
剤

管
理

指
導

料
「

２
」

の
対

象
薬
剤

の
拡

大

関
連

区
分
：

薬
剤
管
理

指
導

料
（

Ｂ
０
０
８

）

現
行

の
診

療
報
酬
に

お
い

て
、

薬
剤

管
理

指
導

料
「

２
」

は
、

ハ
イ
リ

ス
ク
薬

（
特

に
安

全
管

理
が
必
要

な
医

薬
品

）
が

投

薬
又

は
注
射

さ
れ
て
い

る
患

者
に

薬
学
的
管

理
を

行
っ

た
場
合
に

算
定

で
き

る
こ
と
と

な
っ

て
い

る
。

ハ
イ

リ
ス
ク

薬
は

、
重

篤
な

患
者

の
場
合
に

処
方

さ
れ

る
こ
と
が

多
く

、
行
う

べ
き
薬

学
的

管
理

は
広
範
に

わ
た

り
、
し

か

も
緊

急
対

応
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
も

多
い

こ
と

か
ら

、
本

会
で

は
、
「

ハ
イ

リ
ス

ク
薬

の
薬

剤
管

理
指

導
に

関
す

る
業

務
ガ

イ

ド
ラ

イ
ン
」

を
示
し
、

実
際

の
業

務
に
お
い

て
、

よ
り

積
極
的
な

薬
学

的
管

理
に
取
り

組
む

よ
う

啓
発
を
図

っ
て

い
る

。

薬
剤

管
理
指

導
料
「
２

」
の
対

象
薬
剤

と
な

っ
て

い
な

い
薬
剤
の

中
で

も
、

本
会

の
「

ハ
イ
リ

ス
ク
薬

の
薬

剤
管

理
指

導
に

関
す

る
業
務

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

」
で
は

、
血
液

凝
固

阻
止

剤
の
注
射

薬
に

つ
い

て
、
注
意

す
べ

き
事

項
が
多
く

投
与

時
に

十
分
な

観
察

が
必
要

で
あ
り
、

ま
た
、

催
眠

鎮
静
薬

は
、
薬

物
依
存

や
過

量
服

薬
の

危
険
性
や

転
倒
・

転
落
の

要
因

に
も

な
る

可
能
性

が
あ

る
こ
と

な
ど
か
ら

、
そ

の
薬
学

的
管
理

を
実

施
す

る
に
あ
た

っ
て

特
に

注
意
す
べ

き
事

項
を

列
挙
す
る

な
ど

、
ハ
イ

リ
ス

ク
薬

と
し
て

適
正
使
用

を
強

く
求

め
て
い
る

。

よ
っ

て
、

薬
剤
管

理
指

導
料
「

２
」

の
対
象

薬
剤

に
、

血
液

凝
固

阻
止

剤
の

注
射
薬
及

び
催

眠
鎮

静
薬
を
追

加
す

る
よ

う
要

望
す

る
。



-
7

-

重
点

要
望

事
項

２

退
院

時
薬

剤
情

報
管

理
指

導
料

の
増
点

関
連

区
分
：

退
院
時
薬

剤
情

報
管

理
指
導
料

（
Ｂ

０
１

４
）

退
院

時
薬
剤

情
報
管
理

指
導

料
は

、
医

薬
品

の
副

作
用

や
相
互
作

用
、
重

複
投

薬
を
防

止
す

る
た

め
、
患
者

の
入

院
時

に
薬

剤
服

用
歴

や
持

参
薬

（
医

薬
部

外
品

及
び

健
康

食
品

等
を

含
む

。
）

を
確

認
し

、
入

院
中

に
使

用
し

た
薬

剤
服

用
歴

が
経

時
的

に
管

理
で
き

る
手
帳
に

記
載

し
た

上
で

、
患

者
の

退
院

に
際
し
て

当
該

患
者

又
は
そ
の

家
族

等
に

対
し
て
、
退

院
後

の
薬

剤
の

服
用

等
に
関

し
て
適
切

な
指

導
を

行
う
こ
と

を
評

価
し

た
も
の
で

あ
る

。

ジ
ェ

ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品

の
普

及
や

患
者
が
複

数
の

医
療

機
関
を
受

診
し

て
い

る
こ
と
な

ど
に

よ
り

、
現

状
は

薬
剤

師
が

能
動

的
に

入
院
患

者
の
持
参

薬
の

鑑
別

、
保

管
管

理
、
代

替
薬
の

提
案

を
行

い
、

処
方

薬
と

の
相

互
作

用
や
重
複

投
与
、

禁
忌
用

法

等
を

回
避
す

る
取
り
組

み
を

積
極

的
に
行
っ

て
い

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

こ
の

よ
う
な

高
い
専
門

性
を

要
す

る
業
務
に

つ
い

て
は

、
現

行
の

評
価

で
は

過
少
で
あ

る
た

め
、
現

行
の
９

０
点

を
１

４
０

点
に

増
点
す

る
よ
う
要

望
す

る
。



-
8

-

重
点

要
望

事
項

３

無
菌

製
剤

処
理

料
「

１
」

の
増

点

関
連

区
分
：

無
菌
製
剤

処
理

料
（

Ｇ
０
２
０

）

抗
悪

性
腫

瘍
剤
の
無

菌
調

製
は

、
一

般
の

注
射

薬
や

中
心
静
脈

注
射

の
無

菌
調
製
と

は
異

な
り

、
高

度
な

安
全

管
理

と
技
術

が
要

求
さ
れ

る
。

実
際

の
調

製
業

務
で
は
、

医
療
従

事
者
の

被
曝

防
止
、

環
境
汚

染
防

止
の

た
め

、
安

全
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
、

デ

ィ
ス

ポ
ー
ザ

ブ
ル
タ
イ

プ
の

ガ
ウ

ン
、

マ
ス

ク
、
手

袋
、

ゴ
ー
グ

ル
、
閉

鎖
式
薬

物
混

合
デ

バ
イ

ス
ま
た
は

注
射

薬
飛

散
防
止

ク
ロ

ー
ズ
ド

シ
ス
テ
ム

な
ど

の
機

器
類
と
そ

れ
ら

を
使

い
こ
な
す

技
術

が
必

要
で
あ
る

。

し
か

し
な
が

ら
、
現
在

の
無

菌
調

製
に
係
る

評
価

で
は

、
採

算
が

合
わ

ず
、
多

く
の
医

療
機

関
が

す
べ
て
の

患
者

に
対

応
し

き
れ

て
い
な

い
現
状
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め
、

現
行

の
評

価
で

は
過

少
で
あ
る

た
め
、

閉
鎖
式

接
続

器
具

を
使

用
し
た
場

合
の

無
菌

製
剤
処
理

料
「
１

」
を

現

行
の

１
０
０

点
か
ら
４

０
０

点
に

、
ま

た
、

そ
れ
以

外
の
場

合
の

無
菌

製
剤

処
理
料
「

１
」

を
現
行

の
５
０

点
か

ら
１

０
０
点

に
増

点
す
る

よ
う
要
望

す
る

。



-
9

-

重
点

要
望

事
項

４

外
来

化
学

療
法

加
算

の
増

点

関
連

区
分
：

第
６
部
通

則
６

厚
生

労
働

省
医

政
局

長
通

知
「

医
療

ス
タ

ッ
フ

の
協

働
・

連
携

に
よ

る
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
に

つ
い

て
（

平
成

22
年

4
月

30

日
医

政
発

04
3
0第

1
号

）
」

で
は

、
「

外
来
化

学
療

法
を

受
け

て
い

る
患

者
に

対
す

る
薬

学
的

管
理

」
が

、
薬

剤
師

が
積

極
的

に

取
り

組
む
べ

き
業
務
と

し
て

位
置

付
け
ら
れ

て
お

り
、
薬

剤
師
へ

の
期

待
は

非
常
に
大

き
い

。
具
体

的
な
業

務
に

は
、
医

師
に

よ
る

治
療
方

針
等
の
説

明
後

に
、
薬
剤

師
が
、
外

来
化

学
療
法

を
受
け

る
患

者
に

、
抗

が
ん
薬

に
よ

る
治

療
の
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、

有
効

性
、
副
作

用
等
を

詳
細

に
説

明
し
て
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド
コ
ン

セ
ン

ト
を

実
施
し
、
必

要
に

応
じ

て
、
患

者
状

況
や

他
施
設

で
処

方
さ
れ

た
薬
剤
の

情
報

な
ど

を
踏
ま
え

て
処

方
提

案
を
す
る

。
ま

た
、
患

者
の
帰

宅
時

に
は

、
帰

宅
後

に
起

こ
る

可
能
性

の
あ

る
遅
延

性
副
作
用

の
症

状
や

そ
の
対
策

等
を

患
者

に
説
明
す

る
こ

と
な

ど
が
挙
げ

ら
れ

る
が

、
こ

れ
ら

の
業

務
は

、
よ

り

安
全

な
外
来

化
学
療
法

を
推

進
し

て
い
く
た

め
に

非
常

に
重
要
で

あ
る

。

入
院

中
の

患
者

以
外

の
悪

性
腫

瘍
の

患
者

に
対

し
て

、
当

該
抗

悪
性

腫
瘍

剤
に

よ
る

注
射

の
必

要
性

、
副

作
用

、
用

法
･
用

量
、

そ
の

他
の
留

意
点

等
に

つ
い

て
、

従
来

の
文

書
で

の
説
明
に

加
え

て
、

常
勤

の
薬

剤
師

が
、

医
師

の
同

意
を

得
て

薬
剤
管

理
指

導
を
実

施
し

、
化

学
療

法
の

安
全
性
向

上
に

努
め

た
場
合
に

は
、
現

行
の

外
来
化

学
療

法
加

算
に
１
０

０
点

を
加

算
す
る

よ
う

要
望
す

る
。



-
1
0

-

重
点

要
望

事
項

５

精
神

科
病

院
に

お
け

る
薬

剤
管

理
指
導

料
の

出
来

高
払
い

へ
の

移
行

関
連

区
分
：

薬
剤
管
理

指
導

料
（

Ｂ
０
０
８

）

精
神

科
医

療
に
お
い

て
は

、
入
院

医
療
主

体
か

ら
、
地

域
に
お

け
る

保
健
・

医
療
・

福
祉

を
中
心

と
し
た

施
策

へ
の

転
換
が

求
め

ら
れ
て

い
る

。
精

神
科

救
急

入
院
料
等

の
特

定
入

院
料
を
算

定
す

る
病

棟
に
入
院

す
る

患
者

に
対
し
て

も
適

正
な

薬
物
治

療
は

必
要
で

あ
り
、
多

く
の

精
神

科
病
院
で

薬
剤

管
理

指
導
業
務

が
実

施
さ

れ
て
い
る

。

ま
た

、
平

成
２
２

年
９
月

９
日

に
ま

と
め
ら
れ

た
厚

生
労

働
省
自
殺
・
う
つ

病
対
策

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム
の
報

告
書

で
は

、

過
量

服
薬
へ

の
問
題
解

決
に

向
け

て
実
施
す

る
取

り
組

み
と
し
て

、
「
薬

剤
師
の

活
用
」

が
盛

り
込

ま
れ
て
い

る
。

し
か

し
な
が

ら
、
現
行

の
診

療
報

酬
で
は
包

括
評

価
と

な
っ
て
い

る
た

め
薬

剤
管
理
指

導
料

の
算

定
が
で
き

な
い
。
医

薬
品

の
安

全
で
安

心
な
薬
物

療
法

の
遂

行
と
適
正

使
用

を
推

進
す
る
た

め
に

も
、
精
神

科
病

院
で

の
包

括
病
棟
入

院
患

者
に

対
す
る

薬
剤

管
理
指

導
料
を
出

来
高

払
い

へ
移
行
す

る
よ

う
要

望
す
る
。



-
1
1

-

重
点

要
望

事
項

６

薬
剤

師
を

手
術

室
に

配
置

す
る

こ
と
の

評
価

関
連

区
分
：

入
院
基
本

料
等

加
算

手
術

室
に
は

麻
酔
薬
、

筋
弛
緩

剤
、

麻
薬
、

向
精
神

薬
等
の

極
め

て
作

用
が

強
く
、
取

り
扱

い
に

特
に
注
意

を
要

す
る

医
薬

品
が

配
備
さ

れ
て
お
り

、
緊

急
的
に

医
薬
品

を
使

用
す

る
ケ
ー
ス

や
一

度
に

大
量
投
与

さ
れ

る
こ

と
も
少
な

く
な

い
。
医

薬
品

の
適

正
使
用

の
観
点
か

ら
、
薬

剤
師

が
直
接

こ
れ

ら
の

医
薬
品
の

管
理

を
行

う
こ
と
で

医
療

事
故

の
防
止
と

と
も

に
、
適

正
な

薬
物

療
法
に

貢
献
で
き

る
。
ま

た
、
薬

剤
師

に
よ

る
手

術
室
で
の

医
薬

品
管

理
の
徹
底

に
つ

い
て

は
麻
酔
科

学
会

か
ら

の
強
い

要
望

も
あ
り

、
医
療
安

全
推

進
の

観
点
か
ら

積
極

的
に

取
り
組
ん

で
い

る
。

手
術

室
へ
の

薬
剤
師
の

配
置

に
よ

り
、
手
術

室
で

使
用

さ
れ
る
医

薬
品

の
使

用
状
況
等

の
記

録
を

作
成
し
、
医

薬
品

管
理

を

実
施

す
る
医

療
機
関
を

、
入

院
基

本
料
等
加

算
と

し
て

評
価
す
る

よ
う

要
望

す
る
。



-
1
2

-

重
点

要
望

事
項

７

医
薬

品
安

全
管

理
加

算
の

新
設

関
連

区
分
：

入
院
基
本

料
等

加
算

医
薬

品
の
安

全
使
用
は

極
め

て
重

要
な
問
題

で
あ

り
、
第

５
次
医

療
法

の
改

正
に
よ
り

病
院

等
の

管
理
者
に

対
し

て
医

薬
品

の
安

全
使
用

の
た
め
の

責
任

者
の

配
置
が
義

務
づ

け
ら

れ
た

。
医

薬
品

安
全

管
理
責
任

者
の

業
務

は
、
医
薬

品
の

安
全

使
用
の

た
め

の
業
務

手
順
書
の

作
成

、
従
業

者
に
対

す
る

医
薬

品
の
安
全

使
用

の
た

め
の
研
修

の
実

施
、
医

薬
品
の

業
務

手
順

書
に
基

づ
く

業
務
の

実
施

、
医

薬
品

の
安

全
使
用
の

た
め

に
必

要
と
な
る

情
報

の
収

集
、
そ
の

他
医

薬
品

の
安
全
確

保
を

目
的

と
し
た

改
善

の
た
め

の
方
策
を

実
施

す
る

こ
と
と
さ

れ
た

。

医
薬

品
の

安
全

使
用

に
万

全
を

期
す

た
め

に
常

勤
薬

剤
師

を
専

従
の

医
薬

品
安

全
管

理
責

任
者

と
し

て
配

置
す

る
こ

と
で

、

医
薬

品
安
全

管
理
体
制

が
充

実
す

る
と
と
も

に
組

織
的

な
医
薬
品

安
全

管
理

体
制
構
築

が
可

能
と

な
る
。

そ
の

た
め

、
医

薬
品
の

安
全

使
用

の
た
め
の

責
任

者
（
医

薬
品
安

全
管

理
責

任
者

）
と

し
て

薬
剤

師
を
専
従

配
置

し
て

い
る

医
療

機
関
を

評
価
し
、
入

院
基

本
料

等
加
算

の
医

薬
品

安
全
管
理

加
算

と
し

て
、
入
院

初
日

に
１

０
０
点
算

定
で

き
る

よ
う
要

望
す

る
。



-
1
3

-

一
般

要
望

事
項

１

後
発

医
薬

品
使

用
体

制
加

算
の

算
定
要

件
の

緩
和

関
連

区
分
：

後
発
医
薬

品
使

用
体

制
加
算
（

Ａ
２

４
３

）

後
発

医
薬

品
の
使
用

を
さ

ら
に

推
進
す
る

に
は

、
薬
剤

師
が
能

動
的

に
後

発
医
薬
品

の
品

質
、
安

全
性
、
安

定
供

給
体

制
等

の
情

報
を
収

集
・

評
価

し
、
院

内
採
用

を
進

め
る

こ
と

が
必
要
で

あ
り
、

平
成
２

２
年

度
診

療
報

酬
改
定
で

は
、
こ

の
よ
う

な

施
設

で
の
取

り
組
み
が

後
発

医
薬

品
使
用
体

制
加

算
と

し
て
評
価

さ
れ

た
。

し
か

し
な
が

ら
、

現
行

の
算

定
要

件
は
、
医

療
機

関
に

お
い
て
、

す
べ
て

の
医
薬

品
の

採
用

品
目

数
の
う
ち

、
後
発

医
薬
品

の
採

用
品
目

数
の
割
合

が
２

０
％

以
上
で
あ

る
こ

と
な

ど
と
な
っ

て
い

る
こ

と
か
ら
、
特

に
、
医
薬

品
の
採

用
品

目
数

の
多
い

施
設

で
、
後

発
医
薬
品

の
使

用
を

推
進
す
る

た
め

の
イ

ン
セ
ン
テ

ィ
ブ

に
な

っ
て
い
な

い
傾

向
に

あ
る
。

よ
っ

て
、
実

態
に

合
う
よ

う
に

後
発

医
薬
品
使

用
体

制
加

算
の
算
定

要
件

を
「

使
用

数
量
の

割
合
」
に

変
更

す
る
と

と
も

に
、

す
べ

て
の
医

薬
品
の
使

用
数

量
の

う
ち
、
後

発
医

薬
品

の
使
用
数

量
の

割
合

を
２
０
％

、
２
５

％
、

３
０
％

と
す

る
な

ど
、

多

段
階

の
評
価

と
す
る
よ

う
要

望
す

る
。
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２

退
院

時
共

同
指

導
に

お
け

る
薬

剤
師
の

評
価

関
連

区
分
：

退
院
時
共

同
指

導
料

（
Ｂ
０
０

４
）

患
者

の
退

院
後
の
居

宅
に

お
け

る
療
養
上

必
要

な
指

導
に
お
い

て
、
医
療

機
関
の
薬

剤
師

と
保

険
薬
局
の

薬
剤

師
が

情
報

を

共
有

す
る
こ

と
は
、
患
者

に
と

っ
て

安
心
し
て

薬
物

療
法

を
継
続
的

に
受

け
ら

れ
る
こ
と

に
な

り
、
療

養
上

の
意

義
は

大
き

い
。

現
行

の
退
院

時
共
同
指

導
料

で
は

、
入

院
中

の
患

者
又

は
そ
の
家

族
に

対
し

て
、
医
師

、
看

護
師

等
が

、
退

院
後

の
居

宅
に

お
け

る
療
養

上
必
要
な

指
導

を
行

う
こ
と
と

な
っ

て
い

る
が

、
こ

の
参

加
職

種
に
「
入

院
中

の
医

療
機
関
の

薬
剤

師
」
を

追
加

す
る

よ
う
要

望
す
る
。
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３

院
内

感
染

防
止

対
策

に
お

け
る

薬
剤
師

の
評

価

関
連

区
分
：

入
院
料
等

院
内

感
染
防

止
体
制
の

徹
底

に
向

け
て
は
、
薬

剤
師

が
感

染
防
止

対
策

チ
ー

ム
に
参
加

し
て

、
感
染

制
御
に

関
す

る
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス
の

実
施
や
感

染
対

策
マ

ニ
ュ
ア
ル

の
作

成
、
定

期
的
に

院
内

を
巡

回
し
適
切

な
消

毒
薬

や
抗
菌
薬

の
指

導
を

す
る
こ

と
以

外
に
も

、
院

内
感

染
防

止
対

策
委
員
会

に
も

参
加

し
て

、
常

に
最

新
で

適
切
な
情

報
を

提
供

し
て

、
組

織
的

に
院

内
感
染

対
策

を
推
進

す
る
た
め

の
対

策
を

講
じ
る
な

ど
、
患

者
が

安
心
し

て
治

療
に

専
念
で
き

る
環

境
を

提
供
す
る

こ
と

が
必

要
で
あ

る
。 そ

の
た

め
、

院
内

感
染

防
止

対
策

の
基

準
に

つ
い

て
、

院
内

感
染

防
止

対
策

委
員

会
の

構
成

に
、
「

感
染

症
対

策
に

関
し

、

相
当

の
経
験

を
有
す
る

薬
剤

師
」

を
追
加
す

る
よ

う
要

望
す
る
。
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４

が
ん

性
疼

痛
緩

和
に

お
け

る
薬

剤
師
の

評
価

関
連

区
分
：

が
ん
性
疼

痛
緩

和
指

導
管
理
料

（
Ｂ

０
０

１
）

が
ん

性
疼

痛
の
症
状

緩
和

を
目

的
と
し
て

麻
薬

を
投

与
し
て
い

る
患

者
に

対
す
る
が

ん
性

疼
痛

緩
和
指
導

管
理

に
は

、
麻

薬

の
効

果
及
び

副
作
用
に

関
す

る
説

明
、
疼
痛

時
に

追
加

す
る
臨
時

の
薬

剤
の

使
用
方
法

に
関

す
る

説
明
な
ど

、
薬

剤
師

の
果

た

す
役

割
も
重

要
と
な
っ

て
い

る
。
が

ん
性
疼

痛
緩

和
指

導
管
理
料

に
つ

い
て

、
薬
剤
師

が
薬

剤
に

関
す
る
指

導
を

行
っ

た
場

合

に
も

算
定
可

能
と
す
る

よ
う

要
望

す
る
。
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５

外
来

患
者

に
対

す
る

ハ
イ

リ
ス

ク
薬
服

用
歴

管
理

加
算
の

新
設

関
連

区
分
：

薬
剤
情
報

提
供

料
（

Ｂ
０
１
１

）

ハ
イ

リ
ス
ク

薬
（

特
に

安
全

管
理

が
必
要
な

医
薬

品
）
を

服
用
し

て
い

る
患

者
に
対
し

て
は

、
入
院

中
以
外

の
患

者
に

対
し

て
も

、
副
作

用
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
る
副
作

用
の

重
篤

化
防
止
や

早
期

発
見

な
ど
の
薬

学
的

管
理

が
重
要
で

あ
る

。

特
に

、
抗

悪
性

腫
瘍

剤
（

内
服

・
注

射
）
・

抗
Ｈ

Ｉ
Ｖ

薬
・

サ
リ

ド
マ

イ
ド

等
に

つ
い

て
は

、
副

作
用

の
確

認
等

、
特

に
安

全
管

理
が
必

要
不
可
欠

と
な

る
。

ハ
イ

リ
ス
ク

薬
を
服
用

し
て

い
る

外
来
患
者

に
対

し
て

、
服

薬
指

導
や

薬
学

的
管
理
を

行
っ

て
い

る
場
合
に

、
薬
剤

情
報
提

供
料

を
加
算

す
る
よ
う

要
望

す
る

。
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６

在
宅

患
者

訪
問

薬
剤

管
理

指
導

料
の
増

点

関
連

区
分
：

在
宅
患
者

訪
問

薬
剤

管
理
指
導

料
（

Ｃ
０

０
８
）

在
宅

医
療
の

患
者
に
お

け
る

問
題

と
し
て
、

薬
の
保

管
状
況

、
薬

の
飲

み
忘

れ
・

飲
み

残
し

な
ど

、
薬

剤
に

関
連

す
る

も
の

も
多

く
指
摘

さ
れ
て
い

る
。
こ

れ
ら

の
問
題

を
解

決
す

る
た
め
に

は
、
薬

剤
師

が
、
訪

問
薬

剤
管

理
指
導
や

居
宅

療
養

管
理
指

導
に

積
極
的

に
取
り
組

む
べ

き
で

あ
る
。

よ
っ

て
、
薬
剤

師
に
よ

る
訪

問
薬

剤
管
理
指

導
を

推
進

す
る
た
め

、
現

行
の
在

宅
患
者

訪
問

薬
剤

管
理
指
導

料
を

そ
れ

ぞ
れ

増
点

す
る
よ

う
要
望
す

る
。
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７

麻
薬

、
向

精
神

薬
、

覚
せ

い
剤

原
料
又

は
毒

薬
調

剤
加
算

の
増

点

関
連

区
分
：

調
剤
料
（

Ｆ
０

０
０

）

麻
薬
・

向
精
神

薬
・
覚

せ
い

剤
原

料
・

毒
薬

は
、
薬

事
法

お
よ
び

麻
薬

及
び

向
精
神
薬

取
締

法
等

に
よ
り
そ

の
管

理
が

厳
し

く
規

制
さ
れ

て
お
り
、

そ
の

調
剤

に
は
厳
格

な
管

理
の

も
と
に
細

心
の

注
意

を
払
う
必

要
が

あ
る

。

こ
の

た
め
、

現
行

の
評

価
で

は
過

少
で
あ
る

た
め
、

麻
薬
、

向
精

神
薬
、

覚
せ
い

剤
原

料
又

は
毒

薬
に
対
す

る
調

剤
料

加
算

を
増

点
す
る

よ
う
要
望

す
る

。
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Ｐ
Ｅ

Ｔ
検

査
に

お
け

る
薬

剤
師

の
評
価

関
連

区
分
：

ポ
ジ
ト
ロ

ン
断

層
造

影
（
Ｅ
１

０
１

－
２

）

ポ
ジ

ト
ロ
ン

断
層
造
影

・
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

断
層

複
合

造
影
（
Ｅ

１
０

１
－

３
）

Ｐ
Ｅ

Ｔ
検
査

に
お
け
る

業
務

に
は

、
原

料
の

準
備
、

薬
剤
合

成
、

検
定
お

よ
び
品

質
管

理
も

含
ま

れ
る
が
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
査
の

質
の

向
上
の

た
め
に
は

、
そ

れ
に
加

え
て
、
医

療
従

事
者

間
で
の

連
携

や
機

器
管
理
や

環
境

状
態

等
に
常
に

配
慮

を
怠

ら
な
い

こ
と

も
重
要

で
あ
る
。

ま
た
、

Ｐ
Ｅ

Ｔ
検
査

で
使

用
さ

れ
る
薬
剤

は
、
薬

剤
の
特

性
上

、
厳
密

な
品
質

管
理

等
を

行
う

必
要
が

あ
る

の
で
、

薬
剤
の
製

造
、

品
質

管
理
、
安

全
性

等
に

関
わ
る
体

制
を

整
備

す
る
こ
と

が
必

要
で

あ
る
。

そ
の

た
め

、
ポ

ジ
ト
ロ

ン
断

層
造

影
及
び
ポ

ジ
ト

ロ
ン

断
層
造
影

・
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

断
層

複
合

造
影
に
つ

い
て

、
Ｐ
Ｅ

Ｔ

薬
剤

を
医
療

機
関
内
で

製
造

す
る

場
合
に
お

い
て

は
、
「
Ｐ

Ｅ
Ｔ

薬
剤

の
取

扱
い
に
関

し
、
専

門
の

知
識
及

び
経

験
を

有
す
る

専
任

の
薬
剤

師
の
配
置

」
を

施
設

基
準
に
追

加
す

る
よ

う
要
望
す

る
。
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９

放
射

性
医

薬
品

安
全

管
理

加
算

の
新
設

関
連

区
分
：

第
４
部
通

則

現
行

の
医
療

法
で
は

、「
医

薬
品
の

安
全
管
理
・
安

全
使

用
の
た
め

の
体

制
の

確
保
」
が

求
め

ら
れ

て
い
る
。
当

然
な
が

ら
、

こ
れ

に
つ
い

て
は
、
放

射
線

医
薬

品
に
お
い

て
も

求
め

ら
れ
る
も

の
で

あ
る

。

放
射

性
医

薬
品
取
り

扱
い

の
ガ

イ
ド
ラ
イ

ン
で

は
、

診
療

に
あ

た
る

医
師

、
医

薬
品

の
管

理
・

調
剤

を
担

う
薬

剤
師

、
放

射

線
を

管
理
し

人
体
に
対

し
て

照
射

す
る
診
療

放
射

線
技

師
の
三
者

が
協

働
し

て
、
放
射

性
医

薬
品

の
安
全
管

理
・

安
全
使

用
の

体
制

の
確
保

に
努
め
る

と
さ

れ
、

ま
た

、
放

射
性

医
薬

品
の
調
製

に
あ

た
っ

て
は
、
調

製
に

あ
た

る
薬
剤
師

は
、
放

射
線
管

理

を
担

う
診
療

放
射
線
技

師
の

協
力

を
得
て
、
微

生
物

等
の

汚
染
お

よ
び

放
射

性
物
質
に

よ
る

被
曝

防
止
の
た

め
安

全
キ

ャ
ビ
ネ

ッ
ト

内
で
作

業
す
る
こ

と
と

明
記

さ
れ
て
い

る
。

こ
の

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に

準
拠

し
た

業
務
を
推

進
す

る
に

は
、
現
行

の
評

価
で

は
過
少
で

あ
る

た
め

、
画

像
診

断
に

当
た

っ
て

調
製

が
必
要

な
放
射
性

医
薬

品
を

使
用
し
た

場
合

に
、

放
射
性
医

薬
品

安
全

管
理
加
算

を
算

定
で

き
る
よ
う

要
望

す
る

。
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特
定

薬
剤

治
療

管
理

料
の

初
回

管
理
加

算
の

新
設

関
連

区
分
：

特
定
薬
剤

治
療

管
理

料
（
Ｂ
０

０
１

）

抗
生

物
質
や

免
疫
抑
制

剤
、
抗
て

ん
か
ん
剤

な
ど

、
有

効
治
療
域

の
狭

い
医

薬
品
の
薬

物
治

療
に

お
い
て
有

効
血

中
濃

度
に

入
っ

て
い
る

か
中
毒
域

に
あ

る
か

な
ど
薬
物

の
血

中
濃

度
を
測
定
・
解

析
す

る
こ
と
は

、
安

全
な

薬
物
療
法

を
推

進
す

る
上

で

必
要

で
あ
る

。
特

に
、
血

中
濃

度
測
定

の
開

始
時

は
、
投
与

中
の

薬
剤

の
安

定
し
た
血

中
至

適
濃

度
を
得
る

た
め

に
、
月
２

～

４
回

の
頻
回

の
測
定
が

行
わ

れ
る

。

よ
っ

て
、
１

回
目
の
特

定
薬

剤
治

療
管
理
料

を
算

定
す

る
月
に
限

る
加

算
を

増
点
す
る

よ
う

要
望

す
る
。
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特
定

薬
剤

治
療

管
理

料
の

対
象

薬
剤
の

拡
大

関
連

区
分
：

特
定
薬
剤

治
療

管
理

料
（
Ｂ
０

０
１

）

有
効

治
療
域

の
狭
い
医

薬
品

の
薬

物
治
療
に

お
い

て
有

効
血
中
濃

度
に

入
っ

て
い
る
か

中
毒

域
に

あ
る
か
な

ど
、
薬
物

の
血

中
濃

度
を
測

定
し
、
解

析
す

る
こ

と
は
副
作

用
や

中
毒

の
防
止
を

図
る

と
と

も
に
、
安

全
な

薬
物

療
法
を
推

進
す

る
上

で
必

要

不
可

欠
で
あ

る
。

現
在

、
対

象
薬
剤

は
、

抗
生
物

質
や
免

疫
抑

制
剤
、

抗
て
ん

か
ん

剤
な

ど
に

限
ら
れ
て

い
る

が
、

抗
Ｈ

Ｉ
Ｖ

薬
は
、

効
果
が

強
い

一
方
で

、
発

疹
、

精
神
神

経
系
症

状
、

肝
機
能

障
害
等

重
篤

な
副

作
用

も
発
現
し

や
す

い
。

ミ
コ

フ
ェ

ノ
ー

ル
酸

は
、

造

血
機

能
障
害

、
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

、
急

性
拒

絶
反

応
を

回
避
す
る

た
め

に
、
そ

の
血
中

濃
度

モ
ニ

タ
リ
ン
グ

に
基

づ
く

投
与
量

設
定

が
有
用

で
あ
る
。

イ
マ
チ

ニ
ブ
は

、
治

療
効

果
不

十
分
、
副

作
用

出
現

の
場
合
な

ど
で
、

投
与
量

調
整

の
指

標
と

な
る
た

め
、

処
方

設
計
の

際
に

有
用

性
が

高
い
。
ア

セ
ト

ア
ミ

ノ
フ
ェ
ン

で
は
、

上
限
投

与
量

の
上

限
が

変
更
に
な

っ
た

た
め

、
肝

障

害
回

避
の
観

点
か
ら
血

中
濃

度
モ

ニ
タ
リ
ン

グ
が

ま
す

ま
す
重
要

と
な

る
。

そ
の

た
め
、

特
定

薬
剤

治
療

管
理

料
の
対
象

薬
剤

に
、

抗
Ｈ

Ｉ
Ｖ

薬
、
ミ

コ
フ
ェ

ノ
ー

ル
酸
、

イ
マ
チ

ニ
ブ

、
ア
セ

ト
ア
ミ

ノ
フ

ェ
ン
を

追
加
す
る

よ
う

要
望

す
る
。
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褥
瘡

治
療

に
お

け
る

薬
剤

師
の

評
価

関
連

区
分
：

褥
瘡
患
者

管
理

加
算

（
Ａ
２
３

５
）

褥
瘡

の
管

理
に
は
、
褥

瘡
発

生
予

防
の
た

め
の

体
圧

分
散
式
マ

ッ
ト

の
使

用
や

、
褥

瘡
治

療
の

た
め
の
栄

養
の

管
理

等
に
加

え
て

、
褥

瘡
の

薬
物
療

法
と

し
て

創
面
の
水

分
含

有
率

を
チ
ェ
ッ

ク
し

な
が

ら
適
度
な

湿
潤

環
境

を
つ
く
り

、
そ

れ
に
合

っ
た

軟
膏

基
剤
を

選
択
す
る

こ
と

が
重

要
で
あ
る

。
基
剤

に
は
親

水
性

基
剤
、

乳
剤
性

基
剤

、
水
溶

性
基
剤

な
ど

が
あ

り
、

そ
れ

ら

の
特

性
を
熟

知
し
た
薬

剤
師

が
軟

膏
基
剤
の

提
案

す
る

こ
と
で
、
褥

瘡
の

早
期

治
癒
が

可
能

と
な

り
在
院
日

数
の

短
縮

が
図
ら

れ
る

な
ど
薬

剤
師
の
果

た
す

役
割

は
大
き
い

。
褥

瘡
患
者

管
理
加

算
に

薬
剤

師
の
評
価

を
追

加
し

、
褥

瘡
対

策
に

係
る

専
任
の

薬
剤

師
が
い

る
場
合
の

加
算

を
要

望
す
る
。
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集
団

薬
剤

管
理

指
導

料
の

新
設

関
連

区
分
：

薬
剤
管
理

指
導

料
（

Ｂ
０
０
８

）

医
療

機
関
に

お
い
て
、
糖

尿
病

教
室
や

腎
臓

病
教

室
や

精
神
科
病

院
に

お
け

る
お
薬
教

室
の

よ
う

に
、
薬
剤

師
が

複
数

の
患

者
を

対
象

に
治

療
効

果
の

向
上

を
目

的
と

し
た

医
薬

品
服

用
の

重
要

性
や

医
薬

品
の

服
用

方
法

や
取

り
扱

い
方

法
等

の
指

導

を
行

っ
て
い

る
。
そ
の

評
価

と
し

て
所
定
の

点
数

を
算

定
で
き
る

よ
う

要
望

す
る
。

集
団

の
患
者

を
対
象
に

医
師

の
指

示
に
基
づ

き
、
薬

剤
師

が
服
薬

指
導

を
行

っ
た
場
合

、
患

者
１
人

に
つ
き

月
１

回
に

限
り

算
定

で
き
る

よ
う
要
望

す
る

。
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特
定

生
物

由
来

製
品

管
理

加
算

の
新
設

関
連

区
分
：

薬
剤
管
理

指
導

料
（

Ｂ
０
０
８

）

特
定

生
物
由

来
製
品
に

よ
る

薬
物

療
法
を
有

効
か

つ
安

全
に
行
う

た
め

に
は

、
投

与
歴

の
管

理
、
投

与
量
、
投

与
間

隔
等

の

鑑
査

及
び
薬

剤
管
理
指

導
記

録
に

基
づ
く
直

接
服

薬
指

導
を
行
う

と
と

も
に

、
患

者
の
氏

名
・
住

所
、
投

与
日
ま

た
は

処
方

日
、

製
品

名
及
び

製
造
番
号

・
記

号
等
の

記
録
と

保
管

等
が

薬
事
法
で

義
務

づ
け

ら
れ
て
い

る
。
特

定
生

物
由
来

製
品

の
投

与
を
受

け
る

患
者
に

対
し
て
、
注

射
の

必
要

性
、
安

全
性

等
を

文
書
で
説

明
を

行
う

と
共
に
、
患

者
個

々
の

特
定
生

物
由

来
製

品
使
用

記
録

（
管
理

簿
）
の
作

成
・

保
管

等
の
管
理

業
務

を
行

う
場
合
の

評
価

を
要

望
す
る
。
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禁
煙

治
療

に
お

け
る

薬
剤

師
の

評
価

関
連

区
分
：

ニ
コ
チ
ン

依
存

症
管

理
料
（
Ｂ

０
０

１
）

禁
煙

治
療

で
は

、
禁

煙
を

希
望

す
る
者
に

対
し

、
禁
煙

に
関
す

る
総

合
的

な
指
導
及

び
治

療
管

理
を
行
う

際
、
適

正
な

禁
煙

補
助

薬
の
薬

剤
管
理
指

導
な

ど
、

薬
剤
師
の

果
た

す
役

割
も
重
要

と
な

っ
て

い
る
。

そ
の

た
め

、
ニ
コ

チ
ン

依
存

症
管

理
料
に
つ

い
て

、
「

禁
煙
治
療

に
係

る
専

任
の
薬
剤

師
」
を

配
置
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
も

算
定

可
能
と

す
る
よ
う

要
望

す
る

。




